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平成 6 年 11 月 15 日に、町の中の小さなお店と

してスタートした小規模作業所ドンキーワールドは、

地域の皆さまの暖かいご支援にささえられ、14 年目

にはいりました。 

この間に、ドンキーワールドでは、障害者が地域

社会で普通の生活をおくることができるためのさま

ざまな取り組みを進めてきました。資金難の助けに

とホルプ社の助けで現代巨匠絵画展を開催したり、

また、より住みやすい作業所つくりのためにヤマト

財団の支援でトイレを改装したり、24 時間テレビの

リフト車の贈呈をうけたり、さらには、共同募金で

は仲間たちの余暇活動はじめ、生活が潤うさまざま

な支援をいただいてきました。実に多くの方々に支

えられて今のドンキーワールドは存在します。この 1

３年間を想いおこせば、多くの方々の表情が走馬灯

のように浮かんできて、責任者として感無量です。

これまでの数々のご支援に心から感謝もうしあげる

と共に、今後ともより一層のご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 年目にあたり、利用者の人数も、設立時と比べて

2 倍以上となり、現在 1６人が登録し利用していま

す。ドンキーワールドでは、現在、利用者の工賃ア

ップをめざして、作業内容の見直しに取りかかって

います。まずは、以下の５つの事項について、担当

者を決めて、取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際は工賃アップへの取り組みで忙しくなったに

もかかわらず、なかまたちは以前にも増して、輝い

てそれぞれの作業に取り組んでいます。 

原油が上がり、物価が上がり、まじめに生きてい

ても苦しくなるこの頃、商店街でも 1 件、2 件とシ

ャッターを下ろしていく中でも、彼ら（なかまたち）

のもつ「大変さも、笑いとやる気に変えてしまう」

エネルギーで、13 年間お世話になり続けた商店街に

活気をとりもどしたいと思っています。障害を負っ

たなかまたちといっしょにいると、なかまへの思い

やりから、人間関係も穏やかに楽しくなってくるよ

うです。「ドンキーにきたら、ほっと明るくなった。」

と言うそんな場所をめざして、14 年目のドンキーワ

ールドはなかまの歩みを前に進めていきたいと思っ

ています。  NPO 法人マンボウの会 庄子裕子 

     発行  ドン キーワ ール ド  

（ 地域活 動支 援セン ター）  

運 営：NPO 法人マ ンボウ の会  
〒 854-0011 長 崎 県 諫 早 市 八 天 町 6-17  

 電話・ﾌｧｯｸｽ (0957)22-9569 

  Ｅメール  manbow1388@yahoo.co.jp 

ホームページ 

http://www.geocities/manbow7jp/donky2003/ 

   
Katte Tyoudai 

①外販部門の拡大 

②印刷部門の確立 

③ビーズつくりの定着 

④リサイクル部門の設立 

⑤地域のふれあいショップへと 

しての位置づけ 

外販や地域行事への参加も多くなりました 
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10 月 20 日、長崎県央看護学校に、パン・ジュー

ス・カレンダーの販売に出掛けました。 

 開会式では、県立希望ヶ丘高等養護学校の生徒さん

達の素晴らしい『響太鼓』があり、その後、体育館で

の販売となりました。販売では、準備の段階から、看

護学校の生徒さんたちのお手伝い頂き、スムーズに準

備も整い、そして、どこから？か、パンダさんの応援

もあり、お蔭様で 230 個ものパンもほぼ完売となり

ました。 

看護学校の皆さん、本当にお世話になりました。 

また、来年よろしく！      木寺康則 

 

10 月 28 日日曜日(晴れ) 

養護学校のバザーに行きました。 

パンとチョコレートとアメともちを売りました。 

お茶とコーヒーとシューズを売りました。 

               畑山 裕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バザーに行きました。 

諫早養護学校に行きました。 

私寝ているっていわれました。 

起きているのに寝ているといわれました。 

たぶんお薬飲んでなかったので 

そのせいで寝ているといわれました。 

でもパンは、売れました。 

うれしかったです。 

初めて行きました。     泉 桃子  
 

             

                 『いつまでもデブと思うなよ』 

最近読んだ本は ⇒『反社会学講座』 

『マンガでわかるお客様が 

感動するサービス』 

 

ダイエットはたった一人で助走し、大地を蹴って大空へと旅立ち、宇宙へと昇るのと同じ、これを努力

するのは、宝くじを買うのと同じ確率です。買わなきゃ永久に当たらないし、買っても当たる保証はあり

ません。人の動きが自分や相手に大きな感動を与える事があります。 

 話は変わりますが、私、お祭り好きです。バザー、文化祭は楽しいもので、どんどん参加していま

すが、まだまだ新"パン"店長で、準備から片付け、最後の収益計算まで、あっぷあっぷの連続でした。 
 

10 月 20 日（土）県央看護学校文化祭 パン、おやき、カレンダーなど 

10 月 28 日（日）養護学校文化祭   パン、おやき、飲料水、おかしなど 

10 月 28 日（日）森山よらんねまつり リサイクル品、パン、飲料水など 

11 月 4 日（日）諫商商店街     パン、ビーズなど 

養護学校での文化祭に参加 
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私にとって初めてのバザーでした。 

同じ日に二ヶ所のバザーに別れて参加するのは初

めてで、販売する側からしてみたら、パンや飲料水を

並べて準備するのが大変だなと感じました。 

私は養護学校の方のバザーに参加しました。養護学

校のほうではパンはよく売れて、10 個売れ残ってし

まって残念です。お菓子や回転焼きもほとんど売れま

した。梅ヶ枝もちはみんな売れて、飲料水は半分ぐら

い売れたと思います。残念ながら、牛乳は人気がなく

ほとんど残ってしまいました。でも養護学校の生徒さ

んや、父兄の方々と触れあえたことが、私にとって大

きな勉強になりました。自分達が販売したパンなどが

少し売れ残ってしまったのは残念ですが、半分以上売

れてよかったです。初めて参加したバザーだったので

疲れてしまいました。       中嶋 麻衣子 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節は秋でしたが、とても暑い１日でした。けれど

たくさんの人々が集まった、賑やかで楽しいお祭りで

した。バザーへの物品提供、事前準備やお祭り当日に

お力を貸してくださった方々、本当にありがとうござ

いました。 

『感謝』の一言しかありません。 

 

ご協力してくださった方々 

中原様 /  園田様 / 西川様 / 浦様 / 長野様 / 玉田

様 / 木村様 / 城石様 / ぢょん様 / せせり様 / 匿

名様（順不同）  この他たくさんの方々 

ありがとうございました。     川田俊明 

 

 

体育館で 

パン・ジュース 

売っています。 

11 月８日 

今日は、初めてウエスレヤン大学に行ってをパ

ンを売りに行きました。 

声を出して、仕事が出来ました。 

お客さんの、対応は、店長さんがして、私は、

品物を袋に、入れるだけでしたが、 

けっこう楽しいかったです。   松尾久美子 

ドンキーのみんなは毎日忙しそうに働いているワン。 

パンの販売先も増えたし、空き缶つぶしやビーズ細工もしているし、印刷

の方では市役所から５０００枚のチラシの注文が入り、夜遅くまで鹿島さ

んが印刷したんだって。 そして、ホームページ作成の注文も受け、ご主

人様もがんばっているワン。 

それぞれが、自分のあった仕事をしているワン。 

ロンコの仕事は、来ていただくお客様に愛嬌を振りまいて、頭をなでて

もらうこと（右の写真）。 

ドンキーワールドのみんなー 頑張るワン、ワ～～ン!! 
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 １0 月より、ドンキーワールドさんにお世話になっ

ています。こちらに来て、さっそく大賀さんの発表の

代読で、福岡県春日市まで行くことになりました。が、

私も言語障害があり、あまりにも急なことで、私でい

いのかとちょっと戸惑いました。でべそな私は、代読

のことを除くと、福岡までいけるなと、ラッキーとも

思いました。 

 これは「きょうされんの３０周年記念のなかまの主

張コンクール」で、大賀さんが九州ブロックで選ばれ

たので、当日は、大賀さんをはじめ、ドンキーのメン

バー何人かと、福地さんの運転で出かけました。途中、

川登ＳＡで昼食をとり、会場には少々遅れて到着しま

した。いざ会場に入ると、すでに何人の方の発表は終

わっており、落ち着く間もあまりなく、大賀さんの順

番となりました。 私は、原稿を読むスピードが極端

に遅く、通常４・５分で読める原稿が、15 分以上も

かかるのです。その上、長い時間しゃべり続けると、

のどが渇き咳き込むのです。しかし、発表するだんに

なると、スピードのことなどあまり気にならず、スム

ーズ読むことができました。初めて経験で緊張のせい

もあり、心配していたのどの渇きの方も、常につばを

口に含んでおくように努め、無事おえることができ、

壇上から離れ、廊下に出るといきなり水筒のお茶を一

気飲み、そのお茶のうまかったこと！！ 

発表会の後は、九州のきょうされんのなかまとの交流  

会、そして、結果発表と表彰式、ドンキーの大賀さん

は二位となりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで、私は、10 年間大村の授産施設に通い、パ

ソコンの仕事やギフトの箱折り・箱詰めの作業をして

いました。また、大村市の身障連の会議にも、施設の

代表として出席しました。そんな中、去年より施行と

なり、負担金や世帯分離による所得税・住民税などの

アップで、ちょっとこの先のことを考えておりました。 

 すると、庄子さんに偶然お会いでき、ドンキーワー

ルドにお誘いを受け、約半年間悩み、ようやく決心し

ました。 私の出べそは重度で、休みの日などは、ほ

とんど外に遊びに出て、映画を見たり、旨い物を食べ

に行ったりして、けっこう楽しんでます。ちなみに、

お酒も、カラオケも大好き! とにかく、遊ぶことが

大好きな 40 過ぎのデブオヤジです。が、これからは

『仕事第一？』で頑張ったいきたいと思いますので、

宜しくお願い致します。       木寺康則 

 

 

１１月５日 

我が末息子の結婚式が 11 月 23 日となりました。つい先日まで親のすねかじりしていたのに早

いものです。小中高とだして、郵便局までいくようにしたのもつかの間、すぐ彼女ができたとの

こと･･。 まだ、元もひいてないのに、それはそれとして、めでたいことなのでよしとするか。 

孫もできたことだし。 おまけに 2 人目までが入っているというではないか。ギョギョギョ！！ 

９月１８日 

先日の敬老の日に次男よりうなぎの蒲焼がきた。嬉しかったけど、「まだ爺さんではない。」とメ

ールで返信した。ふくざつな気持である。              宮浦 ミツル 

コンクールで代読発表をしているところ 
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福田内閣になり、自民党では障害者自立支援法の見

直案､民主党では撤廃案が国会で審議されている。 

 全国の障害者の悲痛な叫びと怒りを国会に訴える

ためにきょうされん本部では、都道府県の国会議員を

訪問している。そこで、きょうされん長崎支部でも長

崎の衆参９名の議員を訪問することになった。僕は衆

院議員の富岡勉議員を訪問するときに訴えに行くこ

とになった。富岡議員は医者で医者の立場から国の法

律がどうあるべきかを熱く語ってくれた。 
 障害者自立支援法に対する富岡議員の考え方は見

直し案の方で、全てを見直す必要はないようなニュア

ンスで、所得に応じて三段階に負担枠を分けて、所得

の多い世帯は５割、一般的には１割、所得のないとこ

ろから取らないという例え話をしていた。 

でも、低所得の障害者が家族と住む場合、障害者年

金と家族の収入を合わせたら基準額を超えてしまい、

負担額を払わないといけない。世帯分離という方法も

あるが、そのために家族がぎくしゃくして家族の絆ま

でが壊れてしまったケースもしっている。だらうあ、

あくまでも、本人の所得を基に負担額の基準を決めて

してほしいと思う。 

 そんな話の中で富岡議員が面白いことを言ってい

た。「サービスという名の付く事業は金を取るものだ。

介護サービスも例外ではない。」と、やっぱり医者の 
発想だなと思った。その中で生存権にふれた時に「生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
活していく上で必ず必要な行為には金を取る必要は 
ないが、映画などに行くためのヘルプサービスには金

を取るべきだ。」と言っていた。それに冗談交じりで

「私は一週間ぐらい風呂に入らないでもいい方だ。風

呂には入らなくても死なないので、入浴はサービスに

入れてもいい。」と言っていた。ささいなことだが僕

は変だと思った。風呂に入らなくても死なないけど、

人によっては風呂に入れないことを不快に感じる人

もいる。健常な人が日常当たり前にしている行為を障

害があるゆえにできないのだから、サービスの代償に

してはいけないし、「憲法２５条 すべて国民は、健

康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。」

に反すると思う。国会議員は、市民の叫びや現場の実

状を踏まえて、国会で議論して、誰もが安心し豊かな

生活をおくれるようにして欲しいと思う。 大賀 誠 

                                                                                                    
 

 
 

衆議院の富岡先生に国会の情報を聞く 

 

私は、ビーズでストラップやブレスレットをつくるのがすきです。 

ドンキーワールドにきて、ビーズをします。おやきさんにいって、 

あきかんつぶしや、かいてんやきのてつだいをしています。 

ドンキーには、ロンコちゃんがいます。わたしといっしょにさんぽ 

にいきます。 

はなしはかわりますが、ロバのパンはいろんなしゅるいがあって 

おいしいですよ。ぜひ、かいにきてください。 

 

私の作ったストラップです 
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＊あっ、という間に 11 月。街では、クリスマ

スソングが聞こえて来て、寒さを感じる季節と

なりました。私がこちらに来て、初めての『買

って頂戴』の発行で、何分勝手がわからず、編

集に手間取り、ようやく発行することができ、

ホッと一息。次号からはもう少し頑張ります。 

ちょっと早いけど、『メリークリスマス』（木寺） 

 

＊2007 年の一年間にドンキーのみんなが進化

した分を確認しつつ、2008 年のヴィジョンを

作成中です。支援者にとっては、毎年どれだけ

バージョンアップするかが楽しみです。（H.S） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

編 集：木寺康則   イラスト：井原麻衣 

発行者：NPO 法人マンボウの会 会長 庄子裕子 

  

季節も１１月で、風が冷たくなりました。

今年もあとわずかですが、ドンキーワールド

では、来年のカレンダーを販売しております。

卓上タイプは、二種類で、わんこシリーズは

色鉛筆の優しいタッチで、にゃんこシリーズ

はアクリル絵の具のデリケートなタッチで描

いてあります。いづれも MAI さんのオリジナ

ルイラストです。予定の書き込みができるに

ゃんこシリーズの A４タイプもあります。 

プレゼントにも喜ばれています。 鹿島卓也 

 

   CD サイス  350 円 

   A4 サイズ  400 円 

 注文 ⇒ 電話 0957－22－9569      

 

第 13 回きょうされん九州ブロック学習交流会がハウ

ステンボスで開催されるので、今回はドンキーのみんな

が 1 泊の研修会に参加する予定です。といっても、一人

2 万年ぐらいかかるので、そのお金が足りません。そこ

で、９且末から、みんなで空きカンをあつめて、カンつ

ぶしをするリサイクル活動で資金作りをしています。 

 

目標金額  10０，０００円 
 

11/15 現在  １９，３７０円 
 

市民のみなさん！  

空き缶・金属製品回収にご協力ください。 

ドンキーワールドまで連絡頂ければ取りに伺います。 

                 川田 俊明   

 

小規模作業所問題の解決を求めて 

12 月 7 日全国一斉に開催される「がんばる DAY」には、全国のなかまたちと共に、ドンキーのみんなも

諫早アエルのポケットパークに立って、署名と募金活動をします。障害者自立支援法の矛盾をみんなにしっ

かり訴えて、来年の５月に国会議員へ提出する請願署名を集めますので、ご協力ください。 




